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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら

１６

１７

１５

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

　

問　

高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の

家
族
に
、
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
持

病
や
服
薬
内
容
、
か
か
り
つ
け
医

師
な
ど
の
医
療
情
報
と
、
保
険
証

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

安
全
と
安
心
を
守
る
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
を

の
写
し
や
写
真
な
ど
を
ま
と
め
て

自
宅
に
保
管
し
救
急
時
の
備
え
と

す
る
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

配
布
事
業
が
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
各
市
で
普
及
が
進
む
こ

の
事
業
を
本
市
で
も
研
究
・
検
討

し
、
早
期
の
導
入
を
望
む
が
市
の

考
え
は
。
ま
た
、
６
月
議
会
の
一

般
質
問
で
の
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

作
戦
」
の
ハ
ン
カ
チ
を
こ
の
キ
ッ

ト
に
入
れ
る
こ
と
で
、
災
害
時
に

も
有
効
と
考
え
る
が
、
こ
の
事
業

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
自
宅
で
倒
れ
た
場
合
な
ど
、
救

急
隊
員
が
本
人
の
医
療
情
報
を
す

ぐ
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
有
効
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
当
面
は
、
要

援
護
者
に
配
布
し
て
い
る
、
ふ
れ

あ
い
手
帳
の
普
及
を
図
る
。現
在
、

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
予

定
は
な
い
が
、
シ
ニ
ア
あ
っ
た
か

相
談
員
な
ど
の
協
力
の
下
、
そ
の

趣
旨
を
生
か
し
て
同
じ
機
能
を
持

た
せ
た
も
の
を
、
普
及
・
啓
発
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
作
戦
は
、
自
主
防
災
訓

練
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
の
際
に
紹
介
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
の
救
急
情
勢

に
つ
い
て
」
「
児
童
の
安
全
・
安

心
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

改
綾
ク
ラ
ブ　

綱
嶋　

洋
一

　

問　

ご
み
の
資
源
化
を
進
め
る

た
め
に
は
、
各
収
集
所
で
の
円
滑

な
分
別
が
必
要
で
あ
る
。
４
月
か

ら
新
た
に
４
品
目
を
資
源
物
と
し

て
回
収
し
て
い
る
が
、
市
民
に
混

乱
は
な
い
か
。
資
源
物
に
は
大
き

ごみの資源化によ

る収集所の問題点

にどう対応するか

い
物
や
重
い
物
も
多
く
あ
り
、
指

定
さ
れ
た
収
集
所
が
遠
い
た
め
不

便
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
収
集
所

は
、
自
治
会
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
近
く
に
指
定
区
域
外
の
収

集
所
が
あ
る
場
合
は
そ
の
収
集
所

に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
収
集
か
ご
が
大
き
く
持
て
な

い
、
並
べ
ら
れ
な
い
な
ど
、
高
齢

化
で
収
集
所
の
当
番
が
負
担
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

る
が
、
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

新
た
な
分
別
収
集
は
、
地

域
の
協
力
で
お
お
む
ね
円
滑
に
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
で
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
周
知
、
啓
発
に
努

め
る
。
地
域
に
よ
り
収
集
所
の
状

況
や
管
理
の
方
法
は
異
な
る
が
、

各
自
治
会
で
お
お
む
ね
１
０
０
世

帯
に
１
カ
所
の
割
合
で
収
集
所
の

選
定
･
区
域
割
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
区
域
外
の
収
集
所
に
排
出
す

る
場
合
は
、
自
治
会
内
で
調
整
し

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
収
集
所
の
か
ご
は
、
収
集

日
前
日
に
配
付
し
、
重
ね
て
置
い

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
扱
い

に
く
い
な
ど
の
意
見
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
、
改
良

し
た
物
に
順
次
交
換
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
っ
こ
り
ー

●
本
市
の
財
政
構
造
を
見
る
と
、

自
主
財
源
費　

・
５
％
、
依
存
財

６９

源
費　

・
５
％
は
、
農
村
部
の
依

３０

存
財
源
中
心
の
財
政
運
用
よ
り
恵

ま
れ
て
い
る
が
、
法
人
市
民
税
の

収
入
は
前
年
度
と
比
較
し
て
４
億

５
７
０
０
万
円
、　

・
８
％
の
減

２５

に
な
っ
て
い
る
。
市
の
借
金
は
毎

年
減
っ
て
い
る
が
、　

年
度
決
算

２０

で
、
地
方
債
残
高
と
公
社
の
負
債

は
、
市
民
１
人
あ
た
り
地
方
債
は

　

万
７
２
７
５
円
、
土
地
開
発
公

５０社
や
教
育
施
設
整
備
公
社
な
ど
を

合
計
す
る
と
、
市
民
１
人
あ
た
り

約　

万
７
０
０
０
円
に
な
る
。
借

５７
金
を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
、
開
発

優
先
の
お
金
の
使
い
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
（
仮
称
）
東
名
綾

瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
県
が

提
示
し
て
い
る
市
の
費
用
負
担
の

問
題
や
さ
が
み
縦
貫
道
出
入
口
付

近
ま
で
想
定
し
た
利
用
者
の
試
算
、

渋
滞
が
懸
念
さ
れ
る
都
市
計
画
道

路
と
の
接
続
形
式
な
ど
、
疑
問
点

が
解
決
し
な
い
ま
ま
事
業
展
開
さ

れ
て
い
る
。
市
民
が
冷
静
に
判
断

で
き
る
内
容
を
隠
し
て
、
事
業
を

推
進
す
る
内
容
だ
け
公
表
す
る
や

り
方
に
は
問
題
が
あ
る
。
深
谷
落

合
、
吉
岡
西
部
な
ど
の
区
画
整
理

事
業
は
、
行
政
が
経
済
状
況
を
無

視
し
て
、
工
業
系
の
区
画
整
理
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
く

の
地
権
者
は
、
区
画
整
理
を
行
う

場
合
で
も
、
子
孫
が
利
用
で
き
る

住
居
系
を
求
め
て
い
る
。
地
権
者

の
意
向
と
市
の
考
え
は
大
き
く
違

う
の
で
、早
急
な
見
直
し
を
行
い
、

暮
ら
し
に
直
結
す
る
事
業
の
充
実

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

づ
く
り
を
議
論
し
た
上
で
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
是
非
を
問
う
べ
き

と
発
言
し
て
き
た
。
地
域
活
性
化

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
促
進
事
業
で

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

い
る
。
事
業
目
的
は
、
広
く
市
民

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
基
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
求

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
も
、
地
域
活
性
化
は
容
易

で
な
い
と
パ
ネ
リ
ス
ト
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
活
性
化
は
一
義
的
な

も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

置
は
別
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。し
か
し
、予
算
規
模
や
市
民
の

関
心
度
を
み
て
も
、
設
置
に
向
け

た
市
民
周
知
の
既
成
事
実
化
と
思

え
て
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
を
待
つ
間
に
、
近
隣
市

で
商
業
施
設
の
開
発
が
進
ん
で
本

市
か
ら
流
出
す
る
人
の
流
れ
が
加

速
し
、設
置
さ
れ
て
も
、魅
力
が
な

け
れ
ば
通
過
都
市
に
な
り
か
ね
な

い
こ
と
を
危
惧
す
る
。
民
主
党
は

高
速
道
路
の
無
料
化
を
掲
げ
て
い

る
。実
現
す
る
と
、事
業
自
体
が
有

料
道
路
事
業
な
の
で
難
し
く
な
る

上
に
、
大
型
公
共
事
業
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
必
要
な
く

な
る
。ま
た
、出
入
口
増
設
で
渋
滞

が
分
散
し
、
接
続
道
路
の
要
件
も

変
わ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
今

後
、国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
白
紙
に
し
て
、
無
料
化
し
た
場

合
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
及
ぼ

す
地
域
効
果
を
研
究
す
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

反

対

反

対

●
平
成　

年
度
予
算
審
議
で
、
こ

２０

れ
ま
で
同
様
、
市
の
責
任
で
ま
ち
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伸　率決算額伸　率決算額

４．３％２３９億３，１２１万円１．０％２４５億７，６８０万円一　般　会　計

０．３％８２億６，６０８万円△０．１％８２億７，３４１万円国民健康保険事業

特　

別　

会　

計

△８９．１％３億３，４６６万円△８７．７％３億７，７１２万円老人保健医療事業

１２．６％４０億４，９９９万円１２．５％４０億６，０２８万円下 水 道 事 業

△２７．０％１１億４，５３８万円△２７．３％１３億８，５４７万円
深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業

９．１％２４億３，１６７万円９．１％２５億１，４４０万円介 護 保 険 事 業

皆増４億８，０１４万円皆増４億８，２６７万円後期高齢者医療事業

△１０．７％１６７億 ７９２万円△１０．８％１７０億９，３３５万円計

△２．４％４０６億３，９１３万円△４．２％４１６億７，０１５万円合　　　　計

平成20年度各会計の決算規模


